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し こ く
１

自衛官候補生課程入隊式 （１面）
総監部隊視察 （１面）
中隊長等集合訓練 （１面）
前期陸曹候補生等２次試験 （２面）
旅団ナンバーワン戦士 （２面）
フォトオブザイヤー２０２０入賞 （２面）

主な記事

善
通
寺
駐
屯
地
（
第
15
即
応
機
動
連
隊
）
・
高
知
駐
屯
地
（
第
50

普
通
科
連
隊
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯
地
に
、
春
を
呼
ぶ
若
さ
溢
れ

る
自
衛
官
候
補
生
94
名
が
入
隊

自衛官候補生課程入隊式

入隊式全景

希望を胸に敬礼を行う自衛官候補生

総監部隊視察各
駐
屯
地
に
所
在
す
る
部
隊

長
か
ら
野
澤
総
監
に
対
す
る
状

況
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
の
巡

視
に
お
い
て
、
駐
（
分
）
屯
地

各
施
設
等
の
現
況
確
認
を
受
け

た
。
ま
た
、
訓
示
に
お
い
て
総

監
の
意
図
を
承
知
し
、
じ
後
の

隊
務
運
営
の
資
と
し
た
。

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連

隊
長

品
川
淳
二
１
等
陸

佐
）
は
、
４
月
８
日
善
通
寺

駐
屯
地
で
、
第
50
普
通
科
連

隊
（
連
隊
長

溝
口
光
章
１

等
陸
佐
）
は
、
４
月
11
日
高

知
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和

３
年
度
自
衛
官
候
補
生
課
程

入
隊
式
」
を
挙
行
し
た
。

お
だ
や
か
な
日
差
し
の

中
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を

包
ん
だ
自
衛
官
候
補
生
（
以

下
＝
自
候
生
）
が
、
力
強
く

服
務
の
宣
誓
等
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
、
善
通
寺
駐
屯

地
65
名
、
高
知
駐
屯
地
29
名

の
自
候
生
が
入
隊
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
入
隊
式
に
お
い

て
、
第
15
即
応
機
動
連
隊
長

は
、
「
国
を
護
る
と
い
う
重

大
な
任
務
を
担
う
自
衛
官
と

し
て
の
道
を
自
ら
選
択
し
、

入
隊
を
決
意
し
た
諸
君
に
対

し
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表

す
」
と
述
べ
、
ま
た
、
第
50

普
通
科
連
隊
長
は
、
「
本
日

こ
こ
に
並
ん
だ
自
衛
官
候
補

生
全
員
が
、
３
ヶ
月
後
に
晴

れ
て
修
了
式
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
式
辞

を
述
べ
た
。

両
部
隊
の
自
候
生
総
勢
94

名
は
、
両
連
隊
長
か
ら
の
激

励
を
胸
に
自
衛
官
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

【 善 通 寺 駐 屯 地 】【 高 知 駐 屯 地 】

入隊式全景
「宣誓」を行う
自衛官候補生

式辞を述べる
第５０普通科連隊長

第
14
旅
団
は
、
４
月

７
日
松
山
駐
屯
地
、
８

日
高
知
駐
屯
地
、
５
月

26
日
に
徳
島
駐
屯
地
及

び
北
徳
島
分
屯
地
に
お

い
て
、
中
部
方
面
総
監

野
澤
真
陸
将
に
よ
る
部

隊
視
察
を
受
け
た
。

中隊長等集合訓練

第
14
旅
団
は
、
４
月

12
日
か
ら
13
日
ま
で
の

間
、
善
通
寺
駐
屯
地
に

お
い
て
、
隷
下
部
隊
の

各
中
隊
長
等
36
名
に
対

し
、
令
和
３
年
度
中
隊

長
等
集
合
訓
練
を
実
施

し
た
。

12
日
、
旅
団
長
訓
話
に
引
き

続
き
テ
ー
マ
に
基
づ
く
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
い
、
13
日
は
、
司

令
部
各
部
課
等
に
よ
る
教
育
を

行
っ
た
。

旅
団
長
は
中
隊
長
の
心
構
え

及
び
実
務
上
の
着
意
事
項
等
に

つ
い
て
訓
話
を
実
施
し
、
指
揮

官
と
し
て
の
資
質
を
涵
養
及
び

職
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。中

隊
長
等
は
、
教
育
訓
練
及

び
服
務
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
及
び

意
見
交
換
を
行
い
、
自
隊
の
隊

務
運
営
に
反
映
さ
せ
た
。

グループ討議を行う参加者 訓話を行う遠藤旅団長



■拳銃射撃
９ｍｍ拳銃の部

第１５即応機動連隊
第２機動戦闘車中隊

２等陸曹 竹内 通泰

射撃得点：１４０点（等級）/１１８点（特級）
体力検定：３００点（２８２点以上）/２９７点

■小銃射撃（基本）
准曹の部

第１４偵察隊

３等陸曹 松田 卓巳

射撃得点：５０点（等級）/４５点（準特）
体力検定：３００点（２８２点以上）/２８２点

■小銃射撃（基本）
陸士の部

第１５即応機動連隊
第１普通科中隊

１等陸士 熊田 光樹

射撃得点：５０点（等級）/４４点（準特）
体力検定：３００点（２８２点以上）/２９４点

等
を
募
集
し
、
部
外
カ
メ
ラ
マ

ン
に
よ
り
採
点
・
評
価
を
受
け

た
。最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
第
14

音
楽
隊

藤
田
悠
佑
３
等
陸
曹

は
「
フ
ォ
ト
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
の

入
賞
作
品
は
私
も
毎
年
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｙ
を
読
ん
で
拝
見
し
て
お
り
、

レ
ベ
ル
の
高
い
写
真
の
数
々
に

い
つ
も
感
嘆
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
は
私
が
撮
影
し
た
写

真
を
最
優
秀
賞
に
選
出
し
て
い

た
だ
き
、
光
栄
に
思
い
ま
す
と

と
も
に
と
て
も
驚
い
て
い
ま

す
」
と
心
境
を
語
っ
た
。

今
回
入
賞
し
た
作
品
は
、
旅

団
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
ッ
プ
画
面
で
使

用
中
で
す
。

第
14
旅
団
は
、
写
真
技
術
向

上
及
び
写
真
を
通
じ
て
隊
員
が

陸
上
自
衛
隊
に
対
す
る
関
心
や

理
解
を
深
め
、
更
な
る
士
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
陸
上
幕
僚
監
部
が
部
内
広
報

誌
「
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ
」
誌
上
に
お
い

て
開
催
す
る
フ
ォ
ト
オ
ブ
ザ
イ

ヤ
ー
２
０
２
０
に
参
加
し
た
。

本
フ
ォ
ト
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

は
、
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊
等
に

所
属
す
る
陸
上
自
衛
官
等
が
撮

影
し
た
活
動
写
真
を
対
象
と

し
、
旅
団
は
、
隷
下
部
隊
の
広

報
要
員
を
対
象
と
し
て
、
令
和

２
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
撮
影
し
た
現
場
で

輝
く
部
隊
・
隊
員
の
活
動
写
真

等
を
募
集
し

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６７号 令和３年（2021年）４・５月四 国

第
14
旅
団
は
、
准
曹
士

の
戦
技
優
秀
者
を
「
旅
団

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士
」
に

認
定
し
、
准
曹
士
の
戦
技

意
欲
の
向
上
及
び
士
気
の

高
揚
を
目
的
と
し
て
令
和

２
年
度
旅
団
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
戦
士
を
認
定
し
た
。

例
年
ま
で
は
、
小
火
器

射
撃
、
体
力
検
定
及
び
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

課
目
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

認
定
し
て
い
た
が
、
今
回

か
ら
は
、
射
撃
検
定
（
準

特
以
上
）
、
体
力
検
定

（
１
級
）
及
び
各
種
検
定

（
格
闘
・
救
急
法
）
の
合

格
者
を
基
準
と
し
て
、

ト
ッ
プ
に
な
っ
た
隊
員
を

認
定
し
た
。

日頃の練成成果を出し切った
術科試験（戦闘戦技試験）

第
14
旅
団
は
、
４
月
６

日
か
ら
９
日
ま
で
の
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て

旅
団
直
轄
部
隊
（
女
性
自

衛
官
含
む
。
）
の
第
１
次

試
験
合
格
者
18
名
に
対

し
、
令
和
３
年
度
前
期
陸

曹
候
補
生
等
選
抜
２
次
試

験
を
実
施
し
た
。

試
験
は
、
第
14
旅
団
第

1
部
長
を
試
験
委
員
長
、

旅
団
最
先
任
上
級
曹
長
を

試
験
班
長
と
し
て
口
述
試

験
（
個
人
面
接
）
、
体
力

検
定
及
び
術
科
試
験
（
分

隊
教
練
、
戦
闘
戦
技
試

験
）
を
行
い
、
日
頃
の
練

成
成
果
を
確
認
し
第
２
次

試
験
を
終
了
し
た
。

第
２
次
試
験
の
合
格
者

は
、
令
和
３
年
７
月
１
日

に
陸
曹
候
補
生
に
指
定
さ

れ
る
。

前期陸曹候補生等選抜２次試験

旅団ナンバーワン戦士

凛とした姿勢で術科試験（分隊教練）に挑む隊員

己の限界に挑んだ体力検定
悔いが無いよう思いの丈を

ぶつけた口述試験

「 明日へジャンプ 」
第１４音楽隊 ３等陸曹 藤田 悠佑

フォトオブザイヤー２０２０入賞

※ 女性隊員該当なし



慣れないドーランに集中する隊員

高
知
駐
屯
地
に
お
い

て
実
施
し
て
い
る
令
和

３
年
度
自
衛
官
候
補
生

教
育
は
、
体
力
検
定
、

10
㎞
行
進
訓
練
、
歩
哨

訓
練
、
実
弾
射
撃
訓
練

及
び
戦
闘
訓
練
等
に
励

ん
で
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
官
と
し
て

必
要
な
識
能
及
び
資
質

を

班長の指導のもと行う戦闘訓練

張
り
を
逐
次
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
中

で
す
。

３

ピックアップフォト集特 集
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第
14
旅
団
は
、
４
月
14
日
か
ら
22
日
ま

で
の
間
、
第
14
旅
団
整
備
隊
（
隊
長

第

15
即
応
機
動
連
隊
長

品
川
淳
二
１
等
陸

佐
以
下
１
１
９
名
）
を
編
成
し
、
令
和
３

年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
（
日
本
原
）
春

季
整
備
に
参
加
し
た
。

本
整
備
は
、
我
々
の
修
練
の
道
場
で
あ

る
日
本
原
演
習
場
の
訓
練
基
盤
の
維
持
・

拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
演
習
場
の
長
期

安
定
使
用
と
演
習
場
使
用
者
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
実
際
的
訓
練
環
境
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
第
14
旅
団
整
備
隊

は
、
基
本
射
場
・
潜
入
射
場
・
西
停
弾

堤
・
中
央
停
弾
堤
の
整
備
、
演
習
場
境
界

の
維
持
整
備
及
び
幹
線
道
路
等
の
側
溝
整

備
の
６
項
目
を
担
当
し
た
。

本
整
備
作
戦
は
、
最
高
気
温
26
度
、
最

低
気
温
1
度
を
観
測
す
る
寒
暖
差
の
激
し

い
気
象
条
件
の
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
当
初
の
予
定
よ
り
少
な
い

人
員
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
酷

な
勤
務
環
境
の
中
で
行
わ
れ
た
。
参
加
し

た
各
隊
員
は
、
宿
営
用
天
幕
内
を
透
明
ビ

ニ
ー
ル
で
仕
切
る
等
、
万
全
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
措
置
を
行
う
中
、
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
献
身
的
に
整
備
を
行
い
、
当

初
の
見
積
り
よ
り
も
約
２
日
前
倒
し
で
整

備
任
務
を
完
遂
し
た
。

ま
た
、
本
整
備
に
は
第
14
旅
団
整
備
隊

以
外
に
も
、
第
14
後
方
支
援
隊
の
隊
員
が

第
13
後
方
支
援
隊
に
配
属
さ
れ
、
入
浴
・

洗
濯
支
援
、
衛
生
救
護
支
援
及
び
車
両
・

器
材
等
の
整
備
支
援
任
務
を
遂
行
し
た
。

本
整
備
間
、
各
部
隊
は
隊
務
の
総
合
一

体
化
施
策
と
し
て
、
整
備
の
合
間
の
零
細

時
間
を
活
用
し
、
地
図
判
読
訓
練
、
地
点

指
示
、
自
己
位
置
評
定
等
の
基
礎
的
訓
練

や
若
年
隊
員
に
対
す
る
草
刈
機
・
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
取
扱
い
教
育
を
実
施
し
、
隊
員

各
個
の
能
力
向
上
を
図
る
等
、
実
り
多
い

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

第１５即応機動連隊

第５０普通科連隊

１０Ｋｍ行進訓練互いに目を凝らし監視を行う歩哨訓練

課業が終わってホッと一息♪
『全員集まれ～！』

記念撮影（編成完結式）

第１５即応機動連隊最先任上級曹長現地指導

中央停弾堤

中方YouTubeチャンネル配信中

基本射場潜入射場

幹線道路溜桝西停弾堤

中方YouTubeチャンネル
ロングアーム撮影

を
か
ん
養
す
る
と
と
も
に
精
神

的
及
び
肉
体
的
に
も
成
長
し
て

い
る
ほ
か
、
同
期
の
仲
間
達
と

の
絆
も
日
に
日
に
強
く
な
り
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
自
衛
官
候
補
生
の
頑

張
り



第
14
偵
察
隊
（
隊
長

今
村
正
文
２
等
陸
佐
）

は
、
４
月
５
日
か
ら
８

日
ま
で
の
間
、
善
通
寺

駐
屯
地
レ
ン
ジ
ャ
ー
塔

及
び

隊員インタビュー

●
砲
班
長
要
望
事
項

「
全
力
で
や
れ
」

●
良
好
な
点

状
況
と
し
て
、
多
く
の
陣

地
変
換
命
令
が
あ
り
ま
し
た

が

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

服
部

真
之
介
１
等
陸
佐
）
は
、
４
月
15
日

か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
小
野
演
習
場

に
お
い
て
令
和
３
年
度
射
撃
中
隊
訓

練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
「
島
し
ょ
守
備

部
隊
（
第
１
次
展
開
部
隊
）
に
配
属

さ
れ
た
特
科
中
隊
の
行
動
」
に
つ
い

て
各
中
隊
の
練
度
及
び
進
歩
向
上
を

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

吉
元
雄
一
１
等
陸
佐
）
は
、
４

月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和

３
年
度
隊
格
闘
練
成
訓
練
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
陸
上
自
衛
官
と

し
て
必
要
な
近
接
戦
闘
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
旅
団

部
隊
格
闘
指
導
官
集
合
教
育
へ

の
参
加
に
む
け
て
知
識
・
技
能

を
修
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
、
指
導
部
７
名
、
被

教
育
者
９
名
が
参
加
し
た
。

訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、
指

導
部
は
周
到
な
事
前
の
準
備
を

行
う
と
と
も
に
、
被
教
育
者
に

対
し
て
導
入
教
育
を
実
施
し

て
、
訓
練
内
容
及
び
安
全
管
理

を

４

指導官を胸に確実にミットに打ち込む隊員

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
陣
地
変
換
が

で
き
砲
班
競
技
会
の
成
果
が
生

か
せ
ま
し
た
。

●
特
に
注
意
し
て
臨
ん
だ
事
項

基
本
基
礎
で
あ
る
「
整
理
整

頓
」
を
繰
り
返
し
実
施
さ
せ
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
も
素
早
く

対
応
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。

●
今
後
の
目
標

特
科
隊
練
成
実
射
に
お
い
て

精
度
90
％
以
上
を
獲
得
し
、
特

科
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
す
る

こ
と
で
す
。

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６７号 令和３年（2021年）４・５月四 国

第１４後方支援隊

第１４偵察隊

を
徹
底
し
た
。

訓
練
は
、
基
礎
技
術
・
技
術

運
用
・
総
合
訓
練
と
段
階
的
に

行
い
、
最
終
的
に
特
級
検
定
に

３
名
の
隊
員
が
合
格
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
被
教
育

者
の
う
ち
、
特
級
検
定
に
合
格

し
た
隊
員
は
、
部
隊
格
闘
指
導

官
集
合
教
育
に
向
け
て
技
能
を

向
上
さ
せ
、
そ
の
他
の
隊
員
に

つ
い
て
も
、
こ
の
教
育
で
手
に

入
れ
た
知
識
・
技
能
を
、
今

後
、
各
部
隊
で
実
施
さ
れ
る
格

闘
訓
練
及
び
検
定
に
お
い
て
全

隊
員
に
向
け
て
普
及
し
、
部
隊

の
戦
技
能
力
向
上
に
際
し
て
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な

る
。

射
撃
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施

「
空

路

潜

入

訓

練

」

若
年
隊
員
を
対
象
に
練
度
向
上

中部方面特科隊

レンジャー塔での降下訓練(高所) オートバイ搭載・卸下訓練 初の降下訓練に挑む神西１士

及
び
第
３
営
舎
地
区
に
お
い
て

空
路
潜
入
訓
練
を
実
施
し
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
塔
に
お
い
て
登

は
ん
壁
を
使
用
し
た
降
下
訓

練
、
低
所
・
高
所
で
の
降
下
訓

練
及
び
オ
ー
ト
バ
イ
搭
載
・
卸

下
を
練
成
し
、
空
路
潜
入
要
領

の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

本
訓
練
に
初
め
て
参
加
し
た

神
西
元
輝
１
等
陸
士
は
「
初
め

て
空
路
潜
入
訓
練
に
参
加
し

て
、
最
初
は
、
高
い
所
が
少
し

苦
手
と
い
う
こ
と
も
あ
り
恐
怖

心
で
体
に
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
助
教
か
ら
指
導

を
受
け
少
し
ず
つ
慣
れ
、
最
終

的
に
は
重
量
物
を
背
負
っ
て
卸

下
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

６
月
に
実
機
で
の
空
路
潜
入
訓

練
も
あ
る
の
で
、
練
度
を
維

持
・
向
上
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に

し
た
。

中部方面特科隊第１中隊
第３砲班長

３等陸曹 宮田 洸志

陣地変換後空包射撃を行う宮田砲班

促
す
た
め
に
行
わ
れ
た
。

各
中
隊
長
の
明
確
な
企
図
の

下
、
全
隊
員
が
団
結
し
、
昨
年

度
の
検
閲
及
び
各
種
競
技
会
の

改
善
事
項
を
反
映
す
る
等
、
日

頃
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
中
隊
の
練
度
を
向
上

し
、
特
科
隊
精
強
化
の
資
を
得

た
。

約４３Ｋｇの擬製弾を運ぶ女性隊員
（井門１士）

空包射撃を行うＦＨ７０

不審者対処

第一線救護処置



日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
１
回

旅
団
シ
ス
テ
ム
通
信
訓
練
を
実

施
し
、
旅
団
シ
ス
テ
ム
通
信
網

の
構
成
及
び
各
種
シ
ス
テ
ム
相

互
連
接
要
領
を
演
練
し
、
総
合

的
な
旅
団
シ
ス
テ
ム
通
信
能
力

を
向
上
し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
隷
下
部
隊

の
通
信
隊
員
が
善
通
寺
駐
屯
地

に
集
合
し
、
旅
団
シ
ス
テ
ム
通

信
組
織
へ
の
加
入
要
領
及
び
各

種
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
接
等
を

練
成
し
た
。

特
に
、
民
間
通
信
網
（
Ｌ
Ｔ

Ｅ
）
を
活
用
し
た
通
信
組
織
の

の

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁
基
２
等
陸
佐
）

は
、
４
月
７
日
か
ら
９

日

ド
ア
ガ
ン
射
撃
訓
練
に
参
加

す
る
の
は
今
回
３
度
目
で
す

が
、
機
上
射
撃
係
と
し
て
は
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
い
つ
も

よ
り
緊
張
感
を
持
っ
て
訓
練
に

臨
む
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

小
銃
に
よ
る
射
撃
訓
練
と
異

な
り
、
航
空
機
の
爆
音
と
振
動

の
中
で
射
撃
を
実
施
す
る
と
い

う
特
性
上
、
射
手
に
射
撃
号
令

が
殆
ん
ど
聞
こ
え
な
い
状
況
に

加
え
、
慣
れ
な
い
姿
勢
で
人
に

よ
っ
て
は
爆
音
に
委
縮
し
た
状

態
で
の
射
撃
と
な
る
為
、
通
常

の
射
撃
以
上
に
危
険
を
伴
う
訓

練
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
全
般

の

第１４飛行隊

第
14
飛
行
隊

山
﨑
佑
貴
３
等

陸
曹
は
、
機
上
射
撃
係
と
し
て
４

月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
日

本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）
で
実
施

さ
れ
た
令
和
３
年
度
第
１
次
ド
ア

ガ
ン
射
撃
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。

５

機上射撃係を行う山崎３曹（写真：一番左）

旅
団
長
に
対
し
移
動
加
入
無
線

の
説
明
を
行
う
通
信
隊
長
（
旅

団
長
：
左
、
通
信
隊
長
：
右
）

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６７号 令和３年（2021年）４・５月四 国

第１４通信隊

隊員紹介

第14飛行隊
３等陸曹 山﨑 佑貴

枕材及び間隔材を設置する
第２施設小隊隊員

ライナープレートを使用し本体部を構築する
第１施設小隊隊員

本
訓
練
は
、
離
島
防
御
に
係

る
施
設
技
術
の
向
上
を
目
的
と

し
、
第
１
・
第
２
施
設
小
隊

が
、
集
結
地
の
占
領
か
ら
旅
団

指
揮
所
の
構
築
訓
練
を
実
施
し

た
。新

編
成
で
初
め
て
小
隊
訓
練

に
臨
み
、
激
し
い
寒
暖
差
の

中
、
昼
夜
に
わ
た
る
継
続
的
な

構
築
作
業
に
よ
り
、
任
務
を
完

遂
し
た
。
本
訓
練
で
各
小
隊
・

個
人
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

第１４施設隊

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水
隆
一
２
等
陸
佐
）

は
、
４
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
小
野
演
習
場

（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
１
次
隊
野
営

を
実
施
し
た
。

構
成
要
領
で
は
、
今
年
度
の
旅

団
の
通
信
の
基
盤
を
確
立
す
る

良
い
訓
練
と
な
っ
た
。
ま
た
、

各
種
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
接
訓

練
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
火

力

戦

闘

指

揮

統

制

シ

ス

テ

ム
）
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
対
空
戦

闘
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
）
と
の

連
接
を
実
施
し
、
連
接
能
力
の

向
上
及
び
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
戦
力

化
の
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
と
と

も
に
、
多
様
化
さ
れ
て
い
る
映

像
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
Ｕ
Ｌ

Ｃ
（
超
低
レ
ー
ト
映
像
伝
送
シ

ス
テ
ム
）
を
使
用
し
た
映
像
伝

送
要
領
の
検
討
を
実
施
し
た
。

隊
は
、
本
訓
練
を
通
じ
、
今

年
度
の
目
標
の
確
立
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
更
に
特
技
練

度
の
向
上
に
励
む
。

の
射
撃
手
順
及
び
手
信

号
の
認
識
に
齟
齬
が
無

い
か
ど
う
か
、
機
内
で

の
弾
薬
の
取
扱
い
等
に

つ
い
て
繰
り
返
し
確
認

を
し
ま
し
た
。

今
回
は
航
空
機
が
接

地
状
態
で
し
た
が
、
夏

の
佐
多
射
場
（
鹿
児
島

県
）
で
は
実
際
に
海
上

を
飛
行
し
て
の
射
撃
に

な
り
ま
す
の
で
、
更
に

神
経
を
集
中
さ
せ
て
ド

ア
ガ
ン
射
撃
に
臨
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

各
種
シ
ス
テ
ム
器
材
等
の
構

成
・
設
定
・
運
用
を
行
う
通
信

隊
員



第
14
特
殊
武
器
防
護

隊
（
隊
長

新
美
賢
一

３
等
陸
佐
）
は
、
４
月

23
日
か
ら
25
日
ま
で
の

間
、
国
分
台
演
習
場
に

お
い
て
第
１
回
隊
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
隊
と
し

て

第
14
旅
団
司
令
部

付
隊
第
３
勤
務
班
で

勤
務
し
て
お
り
ま
す

髙
井
３
曹
で
す
。

私
の
勤
務
し
て
お

り
ま
す
第
３
勤
務
班

は

、

第

３

部

総

括

班
・

６ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６７号 令和３年（2021年）４・５月四 国

第１４旅団司令部付隊

第
14
旅
団
司
令
部
火
力
調
整

部
（
部
長

米
良
憲
一
郎
１
等

陸
佐
）
は
、
４
月
７
日
か
ら
９

日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地

で
行
わ
れ
た
令
和
３
年
度
第
１

回
旅
団
シ
ス
テ
ム
通
信
訓
練
に

参
加
し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
火
力
調
整

所
と
し
て
、
各
情
報
機
関
か
ら

Ｆ
ｉ
Ｃ
Ｓ
（
師
団
等
指
揮
シ
ス

テ
ム
）
上
に
あ
げ
ら
れ
た
情
報

を
処
理
し
、
一
般
情
報
及
び
目

標
情
報
に
区
分
し
て
、
Ｆ
ｉ
Ｃ

Ｓ
と
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
火
力
戦
闘
指

揮
統
制
シ
ス
テ
ム
）
を
連
接
さ

せ
た
射
撃
目
標
の
作
成
、
Ｆ
Ｃ

Ｃ
Ｓ
上
で
の
射
撃
任
務
の
作

成
、
隷
下
部
隊
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を

介
し
て
射
撃
任
務
の
伝
達
及
び

射
撃
の
実
行
・
効
果
の
確
認
を

実
施
し
た
。

ま
た
、
部
と
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

練
成
訓
練
を
事
前
に
設
定
し
、

Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
管
理
者
と
し
て
の
知

識
、
不
測
事
態
の
対
応
能
力
及

び
操
作
手
と
し
て
の
操
作
能
力

を
練
成
し
て
き
た
。
今
回
、
Ｆ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
Ｆ
ｉ
Ｃ
Ｓ
と
の
連
接

時
の
動
作
の
確
認
や
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
を
正
し
く
動
作
さ
せ
る
コ
マ

ン
ド
入
力
・
点
検
及
び
射
撃
任

務
作
成
要
領
の
迅
速
化
等
、
課

題
の
見
つ
か
る
大
変
良
い
訓
練

に
な
っ
た
。

今
後
は
、
今
回
得
ら
れ
た
課

題
を
改
善
し
、
シ
ス
テ
ム
を
最

大
限
駆
使
し
、
旅
団
の
火
力
を

統
制
・
調
整
す
る
部
署
と
し
て

精
進
し
て
い
き
た
い
。

ＦｉＣＳの情報処理を行う
髙井３曹

第１４旅団司令部付隊
３等陸曹 髙井 豊

射撃任務の作成を行う
泉２曹

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

冨
高
英
和
２
等
陸
佐
）
は
、
４

月
１
日
及
び
10
日
か
ら
11
日
ま

で
の
間
、
松
山
駐
屯
地
及
び
小

野
演
習
場
に
お
い
て
小
隊
検
閲

に
向
け
練
度
向
上
を
目
的
に
令

和
３
年
度
第
1
回
隊
訓
練
を
実

施
し
た
。

訓
練
は
、
機
能
別
訓
練
及
び

本
訓
練
に
区
分
し
、
１
日
、
機

能
別
訓
練
と
し
て
作
戦
法
規
教

育
、
Ｈ
Ｍ
Ｇ
（
12
・
７
㎜
重
機

関
銃
）
操
法
、
高
利
得
ア
ン
テ

ナ
建
柱
及
び
車
両
誘
導
を
実
施

し
、
10
日
か
ら
11
日
、
本
訓
練

と
し
て
陣
地
偵
察
・
占
領
、
個

人
用
・
Ｈ
Ｍ
Ｇ
掩
体
の
構
築
及

び
夜
間
に
お
け
る
陣
地
変
換
を

重
視
し
訓
練
を
行
い
隊
の
野
外

行
動
能
力
を
向
上
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練
に
お
い
て
は

先
任
上
級
曹
長
を
長
と
し
た
基

本
基
礎
班
を
編
成
し
、
車
両
、

個
人
の
偽
装
及
び
掩
体
構
築
等

の
確
認
を
実
施
し
、
隊
員
の
基

礎
動
作
の
徹
底
を
図
っ
た
。

隊
は
、
５
月
15
日
か
ら
実
施

す
る
小
隊
検
閲
に
向
け
練
成
を

継
続
し
、
更
な
る
練
度
向
上
を

図
る
。

第１４高射特科隊

ＨＭＧ掩体を構築する隊員

構築したＨＭＧ掩体での対空戦闘

偽装網を展張し対空を警戒監視する低空レーダ

更なる練度向上を図る
第1回隊訓練を実施

火力調整部長に送信の報告を行う
田辺１曹

班
・
訓
練
班
・
防
衛
班
・
シ
ス

テ
ム
班
・
火
力
調
整
部
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
私
が
勤
務
す
る
火

力
調
整
部
の
業
務
及
び
近
況
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。火

力
調
整
部
の
業
務
は
、
火

力
運
用
に
関
す
る
見
積
・
火
力

運
用
計
画
、
基
本
教
育
及
び
練

成
訓
練
等
を
所
掌
し
て
い
ま

す
。

旅
団
長
に
対
し
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の

説
明
を
行
う
火
力
調
整
部
長

（
旅
団
長
：
右
上
、
火
力
調

整
部
長
：
左
上
）

部
隊
紹
介

火
力
調
整
部
と
し
て

地域除染隊本部による野外炊事

汚染地域の偵察行動試料採取

第１４特殊武器防護隊「 第 1 回 隊 訓 練 」

新
た
な
編
成
後
初
め
て
の
訓
練

で
あ
り
、
偵
察
行
動
、
地
域
除

染
、
車
両
行
進
及
び
野
外
炊
事

等
を
実
施
し
て
、
各
種
状
況
に

応
じ
た
化
学
活
動
・
基
盤
に
係

る
訓
練
に
よ
り
、
事
態
対
処
能

力
の
向
上
を
図
っ
た
。



今回のワンポイントレッスンは、「消灯らっぱ」について話したいと思
う。
譜例１を見て欲しい。５小節目の２分音符についている記号が何か理解

しているだろうか。
これは【タイ】といって、【タイ】で結ばれた音どうしは、ひとつの音

として演奏しなければならない。これを正しく演奏出来ていない隊員が多
い。譜例２（悪い例）の演奏になってしまってないだろうか。
練習方法としては、【タイ】を外してメトロノームをつけて歌ってみて

欲しい。正しく歌えるようになったならば吹奏してみる。メトロノームは
３連符を鳴らしながら練習するとわかりやすい。メトロノームがなくて
も、頭の中で３連符を刻みながら吹奏する事を心がけて欲しい。

では次に、音楽隊の近況報告である。
５月２日に、コスモスホール三間（愛媛県宇和島市）においてコンサー

トを行った。このコンサートは平成３０年７月豪雨災害からの復興を後押
しするため、令和３年７月から開催される「えひめ南予きずな博」のプレ
イベントである。当初は宇和島市、西予市、大洲市での３日間の開催予定
だったが、新型コロナウイルス感染症の急速な拡大を受け、無観客でのラ
イブ配信イベントとなった。
特別ゲストとして、被災地

支援に取り組んだ歌手で声優
の中川奈美さんと、愛媛プロ
レスの選手が登場した。最後
には被災地４つの保育園児か
ら１４旅団に対し感謝状が送
られ、コンサートは大成功に
終わった。

譜例１

私
は
、
令
和
２
年
８
月
に
健

軍
駐
屯
地
（
熊
本
県
）
か
ら
松

山
駐
屯
地
へ
転
属
し
て
き
ま
し

た
。全

国
異
動
、
四
国
へ
の
上

陸
、
単
身
赴
任
、
異
砲
種
部
隊

で
の
勤
務
と
全
て
が
初
め
て
づ

く
し

い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
受
け

家
族
の
為
に
も
日
々
精
進
し
て

任
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
全
国
異

動
を
終
え
た
時
、
一
致
団
結
し

た
我
が
家
に
私
の
居
場
所
が
あ

る
の
か
が
不
安
で
あ
り
ま

す
・
・
・
。

し
て
き
た
家
族
の
事
が

心
配
で
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
妻
の
報
告
に
よ

り
ま
す
と
、
小
４
の
次

女
は
洗
濯
物
係
。
中
１

の
長
男
は
料
理
係
。
高

２
の
長
女
は
家
族
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
係
と
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
で
私

の
代
わ
り
を
し
て
く
れ

一
致
団
結
し
、
妻
の
負

担
を
減
ら
し
て
く
れ
て

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

７

■
第
２
位
（
男
子
３
０
０
０
ｍ
）

令
和
３
年
度
丸
亀
陸
上
競
技
カ
ー
ニ
バ
ル
大
会

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
１
普
通
科
中
隊

陸
曹
長

渡
部

和
幸

第
３
位
（
男
子
３
０
０
０
ｍ
）

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

３
等
陸
曹

森
岡

慶
彦

■
高
知
県
代
表
選
手
選
出

第
69
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

剣
道
優
勝
大
会
高
知
予
選

第
50
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊

２
等
陸
曹

高
木

郁

１
等
陸
士

辻

歩
翔

部
内
・
外
表
彰

■
機
甲
科
部
長
賞

第
１
３
９
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

第
15
即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

第
1
機
動
戦
闘
車
中
隊

３
等
陸
曹

白
松

翔
太

■
機
甲
科
部
最
先
任
上
級
曹
長
賞

第
１
３
９
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

第
15
即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

第
1
機
動
戦
闘
車
中
隊

３
等
陸
曹

米
元

秋
人

第
２
機
動
戦
闘
車
中
隊

３
等
陸
曹

山
本

翔
平

■
第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞

第
１
３
８
期
陸
曹
候
補
生
課
程

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

陸
士
長

玉
木

優

陸
士
長

池
内

敬
直

■
第
14
後
方
支
援
隊
輸
送
隊
長
「
優
秀
賞
」

第
１
７
５
期
Ａ
陸
士
特
技
課
程
装
輪
操
縦
教
育

第
15
即
応
機
動
連
隊
第
２
普
通
科
中
隊

陸
士
長

新
藤

直
哉

中部方面特科隊第１中隊
３等陸曹 矢野 良大郎

「 私 の 家 族 」

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６７号 令和３年（2021年）４・５月四 国

■
善
行
隊
員
「
褒
賞
」
（
善
通
寺
駐
屯
地
司
令
）

救
護
活
動
（
３
．
３
．
31
）

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

妹
尾

直
幸

第
15
即
応
機
動
連
隊
火
力
支
援
中
隊

３
等
陸
曹

大
園

欣
也

第
14
後
方
支
援
隊
衛
生
隊

３
等
陸
尉

羽
鳥
健
太
朗

救
護
活
動
（
３
．
４
．
９
）

第
15
即
応
機
動
連
隊
本
部
管
理
中
隊

２
等
陸
尉

川
島

貴
典

３
等
陸
曹

日
高
健
太
郎

３
等
陸
曹

都
築

侑
吾

３
等
陸
曹

黒
木

龍
輔

陸
士
長

清
家
宗
一
郎

陸
士
長

川
久
保
亮
吾

１
等
陸
士

三
好

翔
馬

人
命
救
助
（
３
．
４
．
２
）

第
15
即
応
機
動
連
隊
火
力
支
援
中
隊

３
等
陸
曹

木
原

正
博

第１４音楽隊

く
し
で
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
約
10
ヶ
月
経
過
し
た
現

在
、
四
国
の
方
々
の
人
情
味
あ

ふ
れ
る
人
柄
に
触
れ
る
事
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

送
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
帰
省
が

厳
し
い
状
況
の
中
、
熊
本
に
残

し
て

部

内

部

外

譜例２


